
資料５

京都府地域防災計画（一般計画編等）の修正概要（案）

１ 国の施策等を踏まえた修正

(1) 被災市区町村応援職員確保システムの整備、災害マネジメント総括支援員の登録

２ 関西広域連合広域防災局の取組を踏まえた修正（ 関西防災・減災プラン」の変更）「

(1) 緊急物資円滑供給システムの推進

○ 基幹的輸送拠点の設置要請

○ 全国からの救援物資（府からの要請を待たずに緊急輸送されるプッシュ型支援に

よるものを含む）の受入れ、市町村の地域内物資拠点が機能しない場合の代替措置

○ 災害対策本部内への物流専門家派遣の受入れ、物流専門組織の設置

(2) 応援・受援体制の強化

○ 受援に係る必要な業務の追加

○ 現地支援本部との連携

○ 応援受援調整支援システムの活用

３ 防災会議専門部会等の意見を踏まえた修正

(1) 集中豪雨部会（ソフト部会）関係

○ 「水害等避難行動マニュアル作成指針」の作成に伴う修正

・ 自主防災組織、住民による防災情報の入手や自主的に早めの避難行動を行うた

めの目安の設置を推奨

・ 府・市町村による自主防災組織の取組の支援

(2) 女性等多様な視点での防災対策意見交換会関係

○ 意見交換会における意見の反映

・ 自主防災組織は、女性による視点等多様性に配慮した活動に取り組むため、

自主防災リーダーが特定の属性の者に限定されないよう努めるとともに、多様

な意見を反映させられるよう情報共有の場を設けることが必要。

４ 府の施策等を踏まえた修正

(1) 緊急参集チームの創設

(2) 「南海トラフ地震に関連する情報（臨時 」が発表された際の対応）

○ 京都府危機管理調整会議等の開催、府民に地震への備えを呼びかけ、情報収集

・連絡体制の強化、関係機関への情報提供

(3) 「京都府広域火葬計画」の策定

(4) 災害時の航空機（ヘリコプター）利用に係る事前協議

(5) 全ての府管理河川について想定最大規模降雨による洪水浸水想定の見直し

５ その他時点修正等


